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大学による国際協力の取組みと
J I C Aの産官学連携への期待



■共同獣医学課程
北海道大学との共同により

総合的な動物医科学教育を

実践。国際レベルの先端教

育と施設で、時代をリード

する獣医師を育成する。

■畜産科学課程

フィールドから食卓まで

農畜産の幅広い領域の知識

と技術を身につけることで、

日本および国際社会で活躍

する人材を育成する。

■草地畜産専修（別科）
将来、農業への従事を希望する学生に対し、
畜産・酪農を中心とした実践的教育を実施。
地域農業の中核的なリーダーを育成する。

「農場から食卓まで」
をスローガンにかかげ、

「食を支え、くらしを守る」
人材を育成する。

教育



【大学の役割・使命】教育基本法より抜粋

学術の中心として、
①高い教養と専門的能力を培う（教育）とともに、
②深く真理を探求して新たな知見を創造（研究）し、
③これらの成果を広く社会に提供（社会貢献）する

教 育

研 究
社会貢献
国際貢献

帯広畜産大学の役割とJICA連携事業の位置づけ

JICA連携事業



平成１４年度外務大臣表彰を受賞 平成１９年度JICA理事長表彰を受賞

国境を越えた高度専門家教育と研究への貢献

・青年海外協力隊（これまでに３００名以上）
・フィリピン酪農開発強化プロジェクト（短期派遣３２名）2005～2008年
・パラグアイ酪農技術向上支援（長期派遣１４名・短期派遣４４名）2012～2019年
・JICA-AMED SATREPS（大学院生・若手研究者交流）2013～2018年

2010～2018年 小計 受入人数
・委託事業 47件 388名
・コースリーダー 34件 256名
・その他 33件 308名
合計 114件 952名

日本人学生派遣

JICA研修生受入



留学生出身国マップ 2014～2018

受入総数 = 137名 33ヵ国（JICA研修生除く）

外国人OB/OGのメーリングリスト作成、年２回の情報発信

平成２８年度国立大学法人評価では「注目すべき取組み」の評価を受けた



JICA連携事業から本学が受けている恩恵

大学院教育の充実
学生確保（国内少子化・大学院離れ）
国際的学習環境構築（双方に良い影響）

国際的人材育成の実践
グローバル人材育成
教育・研究カウンターパート育成
（海外インターンシップ先確保）
（国際共同研究へ発展）

教育

研究

社会貢献・国際貢献

地球規模のネットワーク→研究活性化
学生・研究生（教育と連動）
博士研究員・共同研究者（帰国留学生から）

地球規模課題の情報収集～実学の実践
基礎研究～応用研究～社会実装のPDCA

外部資金獲得・国際共著論文数増
SATREPS事業、科研費等

国際的人材育成の実践

日本式高等教育の輸出・親日派増

教育研究の国際ネットワーク構築

弟子の弟子へ（世代を超えた知の継承）

研究成果のグローバルな社会実装

SDGs達成に一歩前進！
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教育研究
の成果に
立脚した

JICAと産業界の連携ではどのような好循環がある？

好循環

好循環



帯広JICA連携事業「パラグアイ国小規模酪農家強化プロ
ジェクト第2フェーズ」短期学生ボランティア派遣第2次隊
は元気に活動中です！ 2019-03-18 本学HPトピックスより抜粋

夜明け前にホテルを出発
し，夜明けとともに始ま
る酪農家の朝搾乳に立ち
会います。そこでは，1
頭ごとに乳質検査や搾乳
手順を点検し，併せて繁
殖状況や給与飼料の調査
をします。午後からは，
前日に調査した農家を再
訪問して，調査結果の報
告や衛生的な搾乳方法を
指導します。さらに，ホ
テルに戻って，当日の調
査データの整理と報告書
作りと，日々，精力的に
JICAボランティアとし
てのミッションに取り組
んでいます。



研究面での好循環
共同利用・共同研究拠点 原虫病研究センターの成果事例



JiPFAへの期待

JiPFAの目的
産官学の情報共有と協働によるSDGs達成

JiPFAの役割
グローバルな専門人材ネットワークの構築

グローバルな産官学連携ネットワークの構築

SDGs達成に向け解決すべき地球規模課題の収集・共有

JiPFAへの期待
優秀な国内外人材（専門家・学生・社員）の確保

国内外カウンターパート発掘の効率化

産官学それぞれの得意分野共有

新たな国際貢献事業・国際共同研究・国際ビジネス展開の羅針盤

Evidence Based Policy Making（EBPM）の基盤

共有すべき情報は何？
国内外の産官学からのニーズ
産官学のシーズ（人材・リソース等）
関係者それぞれの課題や取組み
関連分野の最新の動向・成果

情報共有に伴うリスクの管理も重要
知財、利益相反、個人情報



近
者
説

遠
者
来論

語



御清聴ありがとうございました


